
中層型浮魚礁効果調査

田中仲和・高橋伊武

　中潜型浮魚礁の浮体の形状，規模および環境特性と集魚機能，漁獲性能などとの関係を把握し，

中層型浮魚礁の導入による漁場造成手法の開発のための検討資料を得る目的で，昨年に引き続き浜

田市沖において魚類娼集効果調査を実施した。また，珊成２年12月６田こは江津市沖にも社団法人

「マリノフォーラム21」により実証実験礁が設殴され，設置海域の環境特性の違いによる漁場造成

効果の比較に関するデータの収集を図るため，浜田市沖と同様の効果調査を実施した。

調査項目および方法

１．魚礁設置海域および実験礁

　浜田仲，江津仲における中層魚礁設置海域および魚礁の配置を図１に示した。浜田仲は水深85～

87mの砂泥城で，近くに人工礁漁場造成城があるが，海底形状の変化が乏しい海域である。一方，

江津仲は水深77～78mの岩礁城で「郷の瀬」と呼ばれている天然礁海域である。

　今年度江津仲に設置された実験礁は４基で，平成元年度に浜田仲に設置したものと同じ魚礁を用

いた。各礁の呼び方も浜田仲と同様便宜的にＮ・Ｅ・Ｗ・Ｓ礁とした（形状などの詳細については

平成元年度本報告書に示したので省略した〉。浜田仲では礁本体の頂武水深が海面下23～26mで，

表層に近い中居に設置されているのに対し，江津仲では海面下34～38mと水深の約1/2のところで，

底居城と有機的な関係が確保でき得る中層に設置されている。

２．魚群の蝸集分布状況調査

１）水中ＴＶによる魚類蝸集調査

　吊り下げ式の水中ＴＶ（日立造船製，EYE-BALL）により，１～２回／月の頻度で魚類の娼集状況

について観察し，ビデオに収録した。あわせて，浮魚礁の設Ｒ後の状況も観察した。

２）魚群探知植による魚類分布調査

　図２の碁盤目状に配置した定点を，通常型湿式魚群探知機（JRC製，JFW-720/710型，28K11Z，指

向角21° ，感度４強に設定）により東四および南北方向に船速４ノットで航走し，魚群の分布状況

を調査した。定点は浜田沖では東西方向に0.12マイル，|囮ﾋ方向に0.1マイル間隔に，江津沖では

東西，南北方向ともに0.1マイル間隔に配置した。
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３．試験船による漁獲試験調査

　試験船明風（41トソ）により，一本釣りによる漁

獲試験を実施した。調査は水中ＴＶ調査とほぼ同じ

日に行った。餌は４月と５月は擬似飼（フラッ

シャー），イカの短冊またはオキアミを，8～10月

は活きアジを用いた。

４．標本船調査

　浜田沖では６月から２名（この他に２名の協力

者）の漁業者に、江津沖では12月から１名の漁業者

に野帳の記入を依頼し、標本船による漁獲調査を実

施した。

結　果　と　考　察

１．水中ＴＶによる魚類蟻集調査

　浜田仲において５月から翌年３月にかけて延べ14

回，江津仲については１回，魚類の娼集状況につい

て水中ＴＶによる調査を実施した（江津仲は魚礁の

設置が12月であり，十分な調在ができなかった）。

その結果の概要を表１に示した。

　浜田仲で観察された魚種はウマズラハギ・カヮハ

ギ・ウスバハギなどのカヮハギ類，ブリ（ヮカナ

級）・ヒラマサなどのブリ類，マイヮシ（人羽）お

よびイシダイなどであった。このうち，ヒラマサは

６月から10月まで約130日間の長期間確認されてお
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り，特に，８月と９月は大きな魚群を形成していた。この期間は木槌の日本海での北上，南下期で

あり，同一群が長期間滞留するとは考えにくいことから，その移動の一時期に中居の浮魚礁を利用

するものと考えられる。このほか特徴的な結果として，１月21日の調査で魚礁設置水域一体に｡マイ

ワシ（大羽）のきわめて濃密な群の蛸集が確認された。この群は冬季沿岸域に来遊する産卵群であ

る。一方，江津沖ではウマヅラハギ数尾とヒラマサ１尾が確認されたのみであった。江津沖の調査

は魚礁設置からの日が浅く，わずか１回の調査にとどまったが，設置海城が天然礁域であることか

ら平成３年度の調査に期待される。

　水中ＴＶによる観察では対象物に接近しないとその発見が困難であり，鮮明な映像も得られな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－74－



南側の航走線上および調査海域の東側に大きな反応がみられた。

平成２年６月29日　浮魚は比較的散在的に分布していたが，魚礁周辺の航走線上，特に，Ｓ・Ｗ礁

の南側の航走線上に多い傾向を示した。底魚の反応は1っずかしかみられていない。

平成２年７月17日　浮魚，底魚とも小さな反応が調査区域全域に分散して分布していた。

い。したがりて，透明度（懸濁物

の多寡），天候条件による水中照

度，潮流，風，波浪などによ,って

観察条件が大きく左右される。ま

た，吊り下げ式のタイプでは。観

察時間は調査船が対象物の近くを

通過する時間だけに限られて短い

　（対象物のすぐ近くに船を固定す

調査月日 概　　　　　　　　要

H2.4/1!7
　　5/;X〕
　　6/5
　　8/1

　　8/7
　　9/6
　　10/12
　　10/15

　　11/13
　　11/15

　　12/21
H3.1/忿4

　　2/6

　　2/14
　　3/18

Ｅ礁でヒラマサの1(撒尾の群を確認
Ｅ礁でヒラマサの･｣ヽ群(数尾)。そのほ恥i未調査。
名礁ともヒラマサの1(}数尾の群とウマズラハキ妁小群を確認
N礁ではカワ･ヽｷﾞの群，Ｗ礁でヒラマサの大群を確認
E礁ではヒラマサ数尾とウスバハギ数十尾を確認
S礁でヒラマサの大勝を確認

W礁でヒラマサの大群を確認，
ｗ雁そヒラマサの朗5を確認

Ｓ・Ｗ礁でヒラマサ1歌風N・E雄では魚影なL、
各礁とも違膿:低く魚影確認でき式
同　上
同　上

Ｗ礁でウマズラハキy)大郷を　E礁でウマズラハ4曳)群を
s礁ではｲｼﾀﾞｲの群を，池では小型鯛l(種不明)徊吃

各礁およびその周辺一帯に大羽イワシの大群ｶ扮布滞乳
一端当ｋ

ｕ。Ｅ・ｓ剔肖，

ることはきわめて困難である）。　H3.

このため，観察される魚種は魚礁

性が比較的強く，滞留時間の長い

もの，水中ＴＶの視界内を通過し

たもの，ＴＶカメラを恐れないも

＊約1;X〕日障こわたりヒラマサの群の蛸集を確認

　８，９月については濃密な群を形成

表１　水中ＴＶによる調査結果の概要（浜田沖）

のなどに限られるといえよう。さらに，鮮明な魚影の得られることが少なく，魚種を特定出来ない

ことが多いなど，カメラで観察された魚類は絹集魚のうちの一部と考えられる。

だけで，大きなものではなかった。

平成２年５月10日　浮魚の反応は調査海域のうち，北側および西側の航走線上に比較的濃密なもの

の配置にたいしてＮＷ～Ｗ方向で濃密であった。一方，底魚の反応はみられなかった。

平成２年４月25日　浮魚と思われる反応はみられなか。た。また，底魚の反応も散在的にみられた

２．魚群探知機による魚類分布調査

　魚探の記録から魚群の大きさを反応の長さと深さおよびその濃淡で判断し，それを主観的に幅と

長さで航走線上に水平分布として表現した。浜田沖では水深70mを，江津沖では60mを目安とし

て,海底から離れた反応を浮魚，海底に接した反応を底魚と判断した。調査回次毎の結果を図3-1-

15に示し，その概要を以下に述べる。

１）浜田沖調査結果

平成２年４月11日　マイワシと思われる浮魚の濃密な魚群反応がほぼ全域にみられた。特に，魚礁

がみられたが，底魚の反応はみられなかった。

平成２年５月30日　浮魚，底魚とも小さな反応がごくわずかしかみられなかった。

－75－

平成２年６月20日　浮魚はイワシと思われる濃密な反応が東西方向の航走線上にみられた。底魚も



平成２年８月27日　Ｓ礁の東側の航走線上に浮魚のやや大きな魚群反応がみられた以外は，浮魚，

底魚ともごくわずかな反応しかみられていない。

平成２年９月10日　浮魚，底魚とも比較的大きな反応がみられたが，散在的であった。底魚の反応

は調査区域全域に分散してみられたが，浮魚はほぽ中央の航走線上の;魚礁の配置に対して東側に

みられた。

平成２年９月28日　浮魚，底魚ともわずかな反応しかみられなかった。

平成２年10月16日　浮魚は比較的大きな反応がみられたが，散在的であった。その分布はＮ・Ｅ礁

の東側にやや多くみられた。底魚の反応はほとんどみられなかった。

平成２年10月29日　浮魚，底魚ともわずかな反応しかみられなかった。

平成２年12月21日　浮魚、底魚とも小さな反応が調査区域全域に分散して分布していた。

平成３年１月24日　浮魚，底魚とも小さな反応がごくわずかに分散して分布していた。

平成３年２月６日　マイワシと思われる浮魚の濃密な魚群反応がほぼ全域にみられた。特に，魚礁

の配置に対してＮＷ～Ｗ方向で濃密であった。一方，底魚の反応はみられなかった。

　以上，航走回次毎に魚礁に対する魚群の分布状況について述べたが，いずれも魚種の特定ができ

ておらず，今後試験操業等により明らかにしていくとともに，魚探反応を数量化し，娼集効果とそ

の範囲および礁に対する魚群の位置関係について解明していく必要がある。

り
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図３　調査回次毎の魚群反応の分布（平成２年４月11日）
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２）江津沖調査結果

　江津沖については平成３年２月７日に調査を行ったが，魚群の反応はほとんどみられなかった。

設置後２ヶ月しか経過しておらず，今後の調査が待たれる。

３．試験鉛による漁獲試験調査

　浜田仲について。４月から10月に計12回の一本釣による試験操業を実施し，その結果を表２に示

した。

　４月と５月の調査では擬似餌釣を行ったが，魚種に対する漁具が適当でなく。４月20日にマイヮ

シを４尾（BL: 184－216･皿）釣獲したにすぎなかった。５月下旬からヒラマサの滞留がみられたが，

活餌が入手できず，釣藍できなかった。８月にはヒラマサの大群の娼集がみられ，活餌による漁獲

を試みたが，仕掛けが小さくすぺて切断し，シイラ10尾（FL50－60u）を漁獲したに留まった。９

月７日以降10月16日までヒラマサを釣獲対象にして６回の調査を実施し，ヒラマサを42尾，ブリ

　（ヮカナ級）３尾，シイラ３尾を漁獲した。この期間の漁獲結果を表３に示した。ヒラマサは全長

48－62cl，1.3－1.6kg/尾（平均1.5kg/尾）であり，シイラは魚礁設置水深（ヒラマサ遊泳層）に

餌が落ちるまでの間で釣獲されたものである。

　使用した試験船が41トソと大きいため小回りがきかず，釣獲地点の魚礁を過ぎるとその釣獲地点

に戻るまで時間がかかること，魚礁に対する調査船の位置がわからず，たびたび漁具を魚礁に引っ

掻けること，魚が釣れても，網構造の魚礁では取り込みを急がなければ魚礁の中に逃げられること

など操業上の問題も多く，十分な結果が得られたとはいえない。

表２　試験船「明風」による漁獲試験結果の概要

年月日 漁師禧 操鵜間 漁　獲　物
at20

　　4.25

　　5.10

　　8.7

　　9.6

　　　〃

　　9.7

　　　〃

　　9.10

　　9.17

　　9.28

　　10.12

　　　〃

　　10.15

　　　ZZ

　　10.17

　　　〃

　Ｗ
魚廊成
各礁

　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｅ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　Ｗ
　－
　Ｅ

14:27～15:S

13:0()～13:50

13:10～14:50

11:37～12:50

13:25～15:10

10:S～12:鴉

13こ25～15:10

13:4)～15:;X)

10:S～11:50

12こ25～15:50

13:49～16:a)

10:ー～12:35

13:05～15:05

13:10～16:加

13:00～46:10

10:35～n:50

12:25･}15:50

マイワシ4随BL184-21&xll)

漁獲なし

漁獲なし

シイラ1(宛

(ただし,ヒラマサは全部腿晰)

ヒラマサ4尾

ヒラマサ9尾

ヒラマサ9尾

ヒラマサ5尾

シイラ1尾

漁塁なし

ヒラマサ2尾

ヒラマサ2尾

ヒラマサ1(路

漁痘なし

ヒラマサ6尾

ヒラマサ1尾

漁獲なし

アミモこ/ガラ･ヽｷﾞ1尾
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表３　一本釣漁獲調査による

　　　釣獲魚の組成

　　　　(9/6～10/16 : 6日間操業)

　魚種
[TL:cl]

ヒラマサ＊　ワカナ　シイラ

40～42

42～44

44～46

46～48

48～50

50～52

52～54

54～56

56～58

58～60

60～62

不　明

　計

　　　　　　　３

　３

　４

１３　　　　　　　　　　　１

１６

　４

　１

　１　　　　　　　　　　　２

４２　　　　　　３　　　　３

＊1.3～1.6kg/尾



４．桓本船調査

　浜田仲では一本釣，曳き繩釣により延べ70回，江津沖では一本釣により８回の調査を実施し，そ

の結果を表４に示した。

　浜田仲では６月と７月に延べ11回操業し，このうち６回に漁獲があった。漁法は擬似鯖（フラヅ

シャー）による一本釣でイヮシ類，マアジ，マサバの漁獲があ。たが，イカを餌にした曳き縄釣で

は漁獲がなかった。８月には７回の操業を行い５回に漁獲があ。た。スルメイカ・ケソサキイカが

夜イカ釣で漁獲され，フラヅシャーによる一本釣でカタクチイヮシ・-1･アジが，曳き縄釣ではシイ

ラが漁獲されている。また，海底のアンカーブロックではエピを餌にしてアフダイ・アオ･ヽタ・イ

トョリなどが漁獲されている。９月には４回操業でいずれも漁獲があった。マアジ・マサパ・ソウ

ダガツオ・スルメイカが中層で，キダイがアソカーブロヅクで漁獲されている。10月には12回の操

業のうち漁獲は４回で，-7サバ・マアジ・シイラ・タチウオなどが中層で漁獲されている。11月は

16回の操業で11回に漁獲があった。魚種は中潜でマサバ・ソウダガッオ・スルメイカ・ケソサキイ

カ・シイラなどが，底層部ではアオ･ヽタ・キダイ・アマダイなどが漁獲されている。12月は13回の

操業で８回に漁獲があ，た。このうち中潜ではクロマダｐ（ョコヮ級）・ブリ（ハマチ級）・ソウ

ダガッオ・マアジが，底潜ではアオハタ・キダイ・カサゴ・イトョリ・ブダイなどの漁獲があっ

た。

　一方，江津沖では12月６日の魚礁設置以降１月までに延べ８回操業し，マサバ・マイヮシ・カツ

オ・マアジ・イカ類の娼集を確認した。

　江津沖では設置後の日も浅く，現段階では十分な情報が得られていないが，浜田仲ではほぽ周年

にわたってアジ類・サバ類・イヮシ類・イカ類の蛸集・滞留が確認され，初秋から初冬にかけては

大型の回遊性魚類の姻集が確認された。また，底質が砂泥質でほとんど変化のない浜田仲におい

て，わずか２×２×ｌｍほどの大きさのコソクリートブロヅク（フソカー代ｂり）に多くの有用な

魚種の娼集が確認されており，今後，漁場造成事業を展開するうえで興味ある結果が得られた。

　今回の標本船調査から，漁業者が中層の魚礁を利用するについて，魚礁の位置が特定できず，礁

近くの蛸集魚の漁獲が難しいこと，漁具が魚小にかかりやすいこと，網構造の礁では魚の取り込み

を早くしないと魚礁の中に逃げ込み漁具をからめてしまうなどの問題点が提起された。また，中層

魚礁を利用して漁業生産に反映させるには。比較的価格の良いヒラマサ（高値時2,000円ﾉkg），ブ

リ（同2,000円ﾉtg），ハマチ（同1,000円/kg），カツオ（同500円/kg），シイラ（同1,200円/kg）

など，大型の回遊性魚類を漁獲対象にしていく必要があり，今後これらに対する操業方法を工夫す

る必要があるとの意見もあ。た。
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表４　標本船による漁獲調査結果

漁　　疲　　魚　　種　　と　　尾　　数

ウルメイワシ(15～20cm)90尾､マサバ(25cm)20尾

ウルメイワシ(15cm)45尾,イワシ類(8cl)30尾,マアジ(10～15cl)70尾

シイラ(38～45CI)24尾,カタクチイワシ10尾,アジ(15～30CI)35尾

･●■■■■■･■--ﾐ■･--･--･-=･●--●-d●■●･●-●●●●■･●●●●■-■d･』』･--●■･●･･･●････●･･■■●●･･･●皿●●･･･●･●･●･･●･･●●･●●■●●●■･･㎜･･●●■･●･-●■･-

イトョリ(35CI)1尾,アオ･ヽタ(25CI)2尾,アマダイ(20CI)4尾

マアジ(30～35cl)10尾,ソウダカッオ(25～30cl)8尾,マサ,･ζ(35cl)5尾

スルメイカ(3()cl)l尾

キダイ(28CI)2尾

タチウオ(82cl)1尾,シイラ(55cm)3尾,マアジ(25～35cm〉6尾

マサバ(30～35cll)21尾

サバフグ(35cl)1尾,キントキダイ(15cl)1尾

マサバ(15～30cm)25尾,ソウダカツオ(26cl)12尾,シイラ(70cm)1尾

スルメイカ15尾,ケソサキイカ40尾

アオハタ(20～40CI)9尾,キダイ(15～25CI)10尾,アマダイ(30CI)1尾，

サバフダ(25～30CI)3尾

アジ(10～20cl)3尾
,ョコワ(38el)3M,ソウダカッオ(20～36cl)16尾，

ハマチ(36CI)5尾

●●■●･■■●●■■･■-･-●●●-●■･●●●●-●■-●●●･●･･･●●･●-■･･●･･■●-････●●････-･｀●･･゜-=･■･“･-･●●･■･■--･j●･-･-=･･･゜･･･I■●㎜■■㎜■●』･.●■●･

イトョリダイ(15～30CI)5尾,アオハタ(20～30CI)3尾，クジメ(?)1尾．

サバフダ(20C･)2尾
,カサゴ(20CI)2尾,キダイ(15CI)3尾，

ウマズラハギ(10CI)1尾
,コブダイ(30CI)1尾

サ･･ζ(19～40CI)66尾,イワシ(15～19CI)62尾

月 操業日数 漁獲日数 漁　　獲　　魚　　種　　と　　尾　　数

H2.12 ４ ４ マサバ(20～25CI)21尾,マイワシ(20CI)34尾,カツオ(35Cﾛ)2尾，

マアジ(25cm)5尾,スルメイカ(30cl)1尾

H3.1 ４ ４ マサバ(30～40CI)4尾,マイワシ(23～26CI)59尾

中層での漁匪物
・■●－・■’|

底層での漁獲物
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